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１１００月月～～１１２２月月２００７．１０．１０
０７秋の組織拡大月間No.952 あなたのまわりに
労働組合を広げてください発行責任者 梅野敏基 定価 １０円

組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

未加入者、臨職、非常勤…みんな仲間に�

合合
併併
をを
前前
にに

いい
いい
職職
場場
つつ
くく
ろろ
うう
とと

来
年
１
月
、
豊
川
市
は
御
津

町
・
音
羽
町
を
編
入
合
併
し
、

新
し
い
豊
川
市
が
誕
生
し
ま

す
。
豊
川
市
職
労
と
東
三
河
地

区
協
で
は
、
労
働
組
合
の
な
い

御
津
町
・
音
羽
町
の
職
員
が
は

や
く
職
場
に
慣
れ
、
力
を
発
揮

し
て
も
ら
え
る
体
制
を
作
る
た

め
に
は
懇
談
が
必
要
と
９
月
２６

日
に
「
新
と
よ
か
わ
・
何
で
も

し
ゃ
べ
り
場
」
を
音
羽
町
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

音
羽
町
か
ら
は
年
齢
層
の
幅

広
い
男
女
が
参
加
。
は
じ
め
に

豊
川
市
職
労
の
瀧
川
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
、「
合
併
を
目
前

に
職
員
の
間
で
は
不
安
が
多
い

は
ず
。
昨
年
合
併
し
た
旧
一
宮

町
出
身
の
職
員
も
、
職
場
に
慣

れ
る
の
に
は
時
間
が
か
か
っ
て

い
る
。
組
合
は
、
皆
さ
ん
が
は

や
く
新
し
い
職
場
で
能
力
が
発

揮
で
き
る
よ
う
環
境
作
り
に
全

力
を
あ
げ
る
の
で
、
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
協
力
し
て
欲
し
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
県
本
部
村
田
書
記

次
長
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
組
合
の
合
併
に
対
す
る
考
え

方
や
、
よ
り
よ
い
職
場
環
境
に

す
る
た
め
に
合
併
前
か
ら
の
交

流
や
意
見
交
換
が
必
要
と
説
明

し
、
参
加
し
た
音
羽
町
の
職
員

が
大
き
く
う
な
ず
く
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

音
羽
町
の
職
員
か
ら
は
新
し

い
職
場
に
対
す
る
不
安
の
声

や
、
豊
川
市
本
庁
舎
の
駐
車
場

問
題
の
改
善
と
い
っ
た
要
望
、

豊
川
市
職
労
に
対
す
る
質
問
が

出
さ
れ
、
懇
談
は
予
定
時
間
を

超
え
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

アア
ンン
ケケ
ーー
トト
にに
はは

切切
実実
なな
声声
がが

平
行
し
て
実
施
し
て
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
が
続
々
と
県
本
部
に

届
い
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
回
答
に
「
労
働

組
合
は
必
要
」
臨
時
職
員
に
つ

い
て
は
、
雇
用
の
継
続
や
時
間

単
価
の
引
き
下
げ
な
ど
、
切
実

な
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
合
併
に
関
す

る
労
働
条
件
の
説
明
が
十
分
さ

れ
て
い
な
い
実
態
も
分
か
り
、

今
後
、
実
態
を
知
ら
せ
な
が
ら

労
働
組
合
へ
の
加
入
を
訴
え
て

い
き
ま
す
。

１０
月
１１
日
に
は
御
津
町
で
の

「
し
ゃ
べ
り
場
」
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
交
流
会
や
懇

談
会
を
継
続
し
て
実
施
す
る
計

画
を
立
て
、
引
き
続
き
、
豊
川

市
職
労
は
職
場
環
境
の
向
上
と

組
織
拡
大
に
向
け
て
大
い
に
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

県
本
部
第
１
回
中
央
委
員
会

が
、
９
月
２１
・
２２
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
蒲
郡
「
ホ
テ
ル
竹

島
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
秋
季
年
末
闘
争
を

た
た
か
う
に
あ
た
っ
て
、
要
求

運
動
と
組
織
拡
大
を
結
合
し
、

職
場
か
ら
総
力
を
あ
げ
て
と
り

く
も
う
と
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。秋

年
闘
争
方
針
で
は
は
じ
め

に
、
安
倍
政
権
が
、
所
信
表
明

を
行
っ
た
直
後
に
辞
任
す
る
な

ど
、
参
議
院
選
挙
で
示
さ
れ
た

国
民
の
審
判
に
背
を
向
け
続
け

ら
れ
な
い
状
況
に
自
公
政
権
を

追
い
込
ん
で
い
る
。
こ
の
点
に

確
信
を
持
っ
て
、
秋
年
闘
争
を

職
場
・
地
域
か
ら
す
す
め
る
こ

と
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
上
に
た
っ
て
、
�
賃
金

闘
争
で
、「
制
度
は
国
準
拠
、

水
準
は
地
域
」
な
ど
、
政
府
・

総
務
省
の
不
当
な
賃
金
抑
制
の

攻
撃
と
真
っ
向
か
ら
対
決
す

る
。
�
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ

る
人
員
削
減
・
民
間
委
託
を
許

さ
ず
、
積
極
的
な
人
員
増
を
求

め
て
た
た
か
う
。
�
「
格
差
と

貧
困
」
の
解
消
め
ざ
し
て
、
社

会
保
障
の
改
悪
や
大
増
税
と
対

決
し
、
全
国
の
仲
間
と
連
帯
し

て
た
た
か
う
。�「
憲
法
擁
護
」

の
多
数
派
形
成
を
め
ざ
し
「
職

場
９
条
の
会
」
の
結
成
な
ど
全

力
を
あ
げ
る
。
�
組
合
未
加
入

者
や
臨
時
・
非
常
勤
、
委
託
労

働
者
な
ど
の
組
織
化
に
全
力
を

あ
げ
る
、
の
５
つ
の
中
心
課
題

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
３
つ
の
分
散
会
に

分
か
れ
、
方
針
の
具
体
化
や
各

単
組
の
と
り
く
み
課
題
な
ど
経

験
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
最

後
の
ま
と
め
で
は
、
地
域
手
当

の
国
並
み
押
し
つ
け
、
現
業
賃

金
の
見
直
し
や
成
果
主
義
賃
金

の
導
入
を
許
さ
ず
、
職
場
、
単

組
か
ら
地
域
、
全
県
で
の
統
一

し
た
と
り
く
み
を
強
め
、
要
求

実
現
に
取
り
組
も
う
と
決
意
を

固
め
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
憲
法
闘
争
や
地
域
手

当
、「
能
力
・
成
果
主
義
賃
金
」

な
ど
の
た
た
か
い
に
確
信
を

も
っ
て
取
り
組
む
た
め
の
学
習

活
動
や
、
地
域
手
当
削
減
攻
撃

な
ど
、
職
場
か
ら
怒
り
を
結
集

す
る
「
総
対
話
運
動
」
の
強
化

な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
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豊豊
川川
市市
職職
労労
とと
御御
津津
・・
音音
羽羽
町町
のの
仲仲
間間
がが
懇懇
談談

全
県
の
力
を
あ
わ
せ

地
域
手
当
改
悪
阻
止
、要
求
前
進
へ

上
・
多
く
の
職
員
か
ら
切
実
な

声
が
よ
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

左
・
し
ゃ
べ
り
場
の
よ
う
す

００７７
年年
秋秋
年年
闘闘
争争
前前
進進

地地
域域
手手
当当
改改
悪悪
許許
すす
なな
��

１１００・・１１５５

自
治
労
連
・
現
業
全
国
統
一
行
動

大
き
く
成
功
さ
せ
よ
う
�
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効効
率率
優優
先先
のの

民民
間間
委委
託託

知
立
市
当
局
は
８
月
２
日
、

組
合
に
対
し
て
新
し
い
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
運
営

は
民
間
化
す
る
と
提
案
し
て
き

ま
し
た
。

当
局
は
「
４０
年
以
上
経
過
し

た
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
老

朽
化
で
寿
命
が
き
て
い
る
」「
新

し
く
建
て
替
え
て
、
平
成
２１
年

９
月
か
ら
民
営
化
で
オ
ー
プ
ン

し
た
い
」「
集
中
改
革
プ
ラ
ン

ど
お
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
経
費
削
減
の
観
点
か
ら
み

て
、
有
効
な
も
の
に
つ
い
て
民

間
委
託
を
推
進
す
る
方
針
は
決

ま
っ
て
い
る
」
と
強
弁
。
学
校

給
食
の
役
割
を
ま
っ
た
く
考
え

な
い
効
率
優
先
だ
け
の
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
に
は
現
在
１１

人
の
正
規
調
理
員
と
３８
人
の
パ

ー
ト
調
理
員
が
毎
日
６
５
０
０

食
の
給
食
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
当
局
の
提
案
で
は
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
１１
人
の
正
規
調
理

員
を
保
育
園
の
調
理
に
配
置
転

換
し
、
保
育
園
の
パ
ー
ト
調
理

員
１１
人
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の
パ

ー
ト
調
理
員
３８
人
を
解
雇
す
る

と
い
う
乱
暴
な
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

直直
営営
をを
堅堅
持持
しし
、、

白白
紙紙
撤撤
回回
申申
しし
入入
れれ

知
立
市
職
労
は
９
月
７
日
、

こ
の
民
間
委
託
問
題
は
�
パ
ー

ト
調
理
員
４９
人
の
解
雇
問
題
。

�
経
費
削
減
に
な
ら
な
い
民
間

委
託
。
逆
に
当
初
か
ら
年
間
３

２
０
０
万
円
経
費
が
増
え
る
予

定
。
議
会
で
当
局
は
「
削
減
ま

で
に
は
１０
年
か
か
る
」
と
答
弁

�
偽
装
請
負
の
問
題
が
生
じ

る
。
調
理
器
具
も
食
材
も
市
が

提
供
し
、
調
理
員
の
労
働
力
だ

け
民
間
会
社
で
用
意
す
る
。
こ

れ
は
請
負
業
務
で
は
な
く
人
材

派
遣
業
務
で
す
。「
民
間
委
託

先
に
あ
り
き
」
で
は
な
く
、
直

営
を
堅
持
し
知
立
市
職
労
は
白

紙
撤
回
す
る
よ
う
申
し
入
れ
、

運
動
を
強
め
て
い
ま
す
。

仲仲
間間
をを
つつ
くく
りり

一一
緒緒
にに
学学
ぼぼ
うう

９
月
３０
日
（
日
）
田
原
市
・

シ
ー
サ
イ
ド
伊
良
湖
に
て
、
県

本
部
青
年
部
主
催
の
「
明
日
を

語
る
若
者
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
３５
人
の
青
年
が
参
加
し
ま
し

た
。
全
国
青
年
自
治
研
究
集
会

や
青
年
雇
用
集
会
の
取
り
組
み

を
踏
ま
え
、
自
分
た
ち
の
仕
事

を
語
り
自
治
体
労
働
者
と
し
て

の
あ
り
方
を
青
年
の
仲
間
と
語

る
企
画
で
す
。

豊
橋
市
職
労
の
佐
藤
委
員
長

を
講
師
に
、「
正
規
雇
用
か
ら

パ
ー
ト
や
人
材
派
遣
な
ど
の
非

正
規
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い

る
。
非
正
規
の
賃
金
、
最
低
賃

金
を
引
き
上
げ
な
い
と
い
け
な

い
」「
役
員
が
重
要
な
役
割
を

担
い
、
青
年
は
ま
ず
勉
強
す
る

こ
と
、
情
熱
を
持
つ
こ
と
、
仲

間
を
つ
く
り
広
げ
る
こ
と
」
な

ど
課
題
と
役
割
、
自
治
体
労
働

者
論
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
つ
の
分
散
会
に

わ
か
れ
、「
青
年
部
活
動
を
通

じ
て
の
経
験
」「
ど
う
い
う
活

動
を
す
れ
ば
多
く
の
青
年
が
参

加
し
て
く
れ
る
か
」「
２
日
間

参
加
し
た
感
想
」
な
ど
自
由
に

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
自
治
体
労

働
者
と
し
て
仕
事
の
あ
り
方
を

丁
寧
に
話
し
て
も
ら
い
、
と
て

も
判
り
や
す
く
て
よ
か
っ
た
」

「
参
加
す
る
前
は
堅
苦
し
い
イ

メ
ー
ジ
だ
っ
た
け
ど
、
い
ろ
ん

な
人
と
仕
事
の
話
が
で
き
参
加

し
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

普
段
、
他
の
自
治
体
で
働
い

て
い
る
仲
間
と
知
り
合
う
こ
と

が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、

労
働
組
合
は
活
動
や
企
画
を
つ

う
じ
て
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
出

会
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
今
回

参
加
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
次

回
は
参
加
し
て
仲
間
を
ふ
や
し

ま
せ
ん
か
？

ま
た
９
月
２９
日
に
は
県
本
部

青
年
部
２
０
０
７
年
度
定
期
大

会
が
開
催
さ
れ
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

みんなでたくさん語ったよ

今
、
仕
事
に
つ
い
て
語
り
合

う
こ
と
が
組
合
員
の
要
求
で
あ

り
、自
治
体
労
働
者
と
し
て「
住

民
の
福
祉
の
増
進
」
を
目
指
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
本
部
は
９
月
２２
日
教
育
・

教
育
施
設
担
当
職
員
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
経
費
削
減

が
目
的
で
体
育
館
や
図
書
館
な

ど
が
指
定
管
理
者
に
な
っ
た
」

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
立

場
で
仕
事
が
し
た
い
」「
職
場

で
の
職
員
の
団
結
が
必
要
で
は

な
い
か
」
な
ど
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
社
会
福
祉（
子
供
、

介
護
保
険
・
高
齢
者
福
祉
、
障

害
者
自
立
支
援
・
障
害
者
福

祉
）、
建
築
職
場
、
財
政
職
場

な
ど
順
次
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
。

９
月
２３
日
〜
２４
日
、
蒲
郡
三

谷
温
泉
に
て
０７
年
自
治
労
連
共

済
学
校
を
開
催
し
、
１１
単
組
３２

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
共
済
本

部
か
ら
自
治
労
連
共
済
の
意
義

と
加
入
拡
大
に
つ
い
て
、
中
部

自
動
車
共
済
よ
り
制
度
改
訂
の

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
活
動

交
流
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
な
か
な
か

組
織
拡
大
と
結
び
つ
か
な
い
、

共
済
加
入
を
す
す
め
る
に
あ
た

り
具
体
的
な
方
法
を
知
り
た

い
」
「
共
済
を
通
じ
て
組
合
が

見
え
る
活
動
を
す
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
は
」
な
ど
の
発
言
が

あ
り
、
自
治
労
連
共
済
を
広
げ

よ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。

◆
ど
う
す
る
「
貧
困
社
会
」、

働
い
て
も
生
活
が
成
り
立
た

ず
、
老
後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
年
金
が
も
ら
え
な
い
。
弱
い

人
は
税
金
が
重
く
、
強
い
人
や

企
業
は
肥
え
て
い
る
。
こ
ん
な

…
「
社
会
」
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
？
（
高
木
英
樹
・
名
古
屋
市

職
労
）
◆
運
動
会
を
目
前
に
し

て
、
毎
日
楽
し
く
練
習
を
し
て

い
る
の
を
、
見
て
い
る
私
た
ち

も
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。（
日
比
野
順
子
・
学
事
労
）

◆
９
月
１２
日
に
定
期
大
会
を
無

事
終
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
、

力
を
合
わ
せ
て
組
合
に
結
集
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
羽
田
春
美
・
犬
山
市
職
労
）

◆
は
じ
め
て
の
海
外
旅
行
に
出

掛
け
ま
し
た
。
海
が
と
て
も
き

れ
い
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。（
立
松

直
子
・
春
日
井
市
職
労
）

職職
場場
のの
声声

一
宮
市
労
組（
９
月
１９
日
）

執
行
委
員
長

平
山

勝
子

副
執
行
委
員
長

柳

進

〃

渡
辺

利
雄

書

記

長

森

清
隆

自
治
体
一
般
労
組

（
９
月
２２
日
）

執
行
委
員
長

長
坂

圭
造

副
執
行
委
員
長

柳

進

書

記

長

後
藤

総

碧
南
市
職（
９
月
２６
日
）

執
行
委
員
長

小
笠
原
義
仁

副
執
行
委
員
長

亀
島

昭
彦

〃

山
本

久
男

書

記

長

亀
山

茂
幸

幸
田
町
職
労（
９
月
２６
日
）

執
行
委
員
長

山
本

茂
樹

副
執
行
委
員
長

大
澤

正

書

記

長

藪
田

芳
秀

名
古
屋
市
役
所
関
連
職
員

労
働
組
合（
９
月
２７
日
）

執
行
委
員
長

大
橋

宗
明

副
執
行
委
員
長

伊
藤

初
茂

書

記

長

村
田

茂

武
豊
町
職
労（
９
月
２７
日
）

執
行
委
員
長

森
田

正
樹

書

記

長

鬼
頭

研
次

会

計

荒
井

修

知
立
市
職
労（
９
月
２８
日
）

執
行
委
員
長

杉
浦

和
成

副
執
行
委
員
長

吉
岡

正
憲

書

記

長

成
瀬

達
美

新
城
市
職
労（
９
月
２８
日
）

執
行
委
員
長

中
村
や
よ
い

副
執
行
委
員
長

中
野
み
さ
子

書

記

長

岡
田
み
つ
子

書
記
次
長

山
崎

早
苗

西
尾
市
職（
９
月
２９
日
）

執
行
委
員
長

簗
瀬

貴
央

副
執
行
委
員
長

深
見
美
千
代

〃

中
村

広
基

書

記

長

柵
木

史
紀

書
記
次
長

犬
塚

隆
之

見見
直直
そそ
うう
問問
いい
直直
そそ
うう

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介

明明日日をを語語るる若若者者ののつつどどいい
県本部青年部企画

教教
育育
・・
教教
育育
施施
設設
担担
当当
職職
員員
懇懇
談談
会会

００７７
年年
自自
治治
労労
連連
共共
済済
学学
校校
開開
催催

共共
済済
をを
大大
いい
にに
広広
げげ
よよ
うう

給
食
セ
ン
タ
ー
民
間
委
託
問
題

１０月１４日（日）午後１時～
第１１回小牧平和県民集会

小牧・小針公園（名古屋空港滑走路北側）
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知 立
市職労

学
校
給
食
の
役
割
果
た
せ
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現在の知立市学校給食センター


